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欠損歯列を理解し，的確な治療を行うために必読の1冊です
欠損歯列の治療には，まずは正しい診断が必要です．過剰な先回りの治
療をしないことにも注意すべきですが，手遅れになってもならず，それを
正しく読み取らなくてはなりません．

◆第1編では，目前の患者さんが，欠損歯列のどのレベルにあるのか，そし
て咬合再建の必要があるのかを読みとる力を学んでください．
◆第2編は欠損補綴です．臼歯部での咬合支持が上顎前歯部を守
れているかどうかがポイントです．インプラントを利用する場合
にも，こうした原則を踏まえて咬合再建を図るべきでしょう．
◆第3編では，咬合欠損，咬合欠陥，咬合崩壊，咬合消失
の4つのエリアの長期症例で，診断と処置方針の実際を
示します．
◆第4編では，著者の考想から生まれた咬合三角，
歯の生涯図，Cummerの分類，MOuなど
についてわかりやすく解説してあります．
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●8臼歯を失ったが欠損パターンに救われた症例 32年の経過

1 2

図5 1～4　歯髄症状を訴えていた残根
状の 7│ は，初診後まもなく抜歯した．
咬合平面，正中，被蓋，側方ガイドな
どに大きな問題はみられなかった．し
かし後方臼歯部には強い咬耗が認めら
れる 43

図5 5　初診年に 6 5│6 7 は歯髄処置と
歯冠修復を行った
図5 6　初診年の52歳時に， 7 6│6 7 も
歯髄処置と歯冠修復を行ったが，8年が
経過し，60歳時に，│7 の冠脱落で来院．
歯根は破折しており，抜歯になった5 6

8

図5 7　68歳での来院時，8│ は他院で抜
歯されていた．6│ を失い，ブリッジを再
製作した
図5 8　69歳時．│6 の二次カリエスで遠
心根を除去7

図5 9　20年経過，72歳時．5│ は歯根破
折で抜歯になり，ブリッジを装着
図5 10　73歳時．│6の近心根も限界に
なった9 10

図5 11　左下は │6 7 欠損だが，68歳か
ら78歳まで短縮歯列のままだった
図5 12　右下は装着後10年でブリッジ
を撤去し，根面キャップとなった11 12

初診時：52歳，女性
・6 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6 7
7 6 5 4 3 2 1 1 2 3 4 5 6 7
27歯現存・咬合支持 13
主訴：7│ の残根

第一エリア Case 5
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図5 20，21　79歳時に装着した義歯を
長期にはずしたままにして装着できな
くなり，増歯ではなく新義歯を製作し
た（84歳時）

図5 18，19　32年 経 過，84歳 時 に，
4│4 を相次いで失った

図5 22　歯列の安定した時期は補綴装置
を含め過剰な咬合回復は避け，第二エ
リアに入り咬合欠陥や機能不全のタイ
ミングをはかりながら補綴介入するこ
とで，比較的穏やかなコースが得られ
たのではないかと考えている
図5 23　84歳の現在，Cummerの分類
のパターン3になったが，それまでは
パターン1のまま長期に動かなかった．
この間，患者さんは食事の不便を訴え
ることはなかった．機能低下は，喪失
歯数だけでなく，欠損パターンが大き
く関与しているように思えた
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図5 24　生涯図でみると，60歳代から
70歳代の増齢リスクの高い危険な時期
を，比較的穏やかなコースで経過した
ことが確認できた

図5 13　ブリッジを装着してわずか7年
後の79歳時に，6│ が歯根破折で抜歯に
なった
図5 14　22歯現存・咬合支持9．やや食
事が不便になったと訴えられた
図5 15　ここで初めて義歯を装着した
（79歳）
図5 16　79歳時に，上下顎に両側性義
歯を装着した
図5 17　装着の翌年，80歳で 7│ が咬合
時に痛むようになり抜歯した
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●すれ違い咬合および類似症例の咬合三角へのプロット

図16　当時遭遇したすれ違い咬合症例に近い4症例を咬合三角上にプロットしてみたら，左下に集中した
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咬合支持4
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当時遭遇したすれ違い咬合症例に近い4症例を咬合三角上にプロットしてみたら，左下

に集中していました．こういう作業をしてみる前には，咬合の終末は，咬合がなくなった

状態かせいぜい1～2カ所までと想定していたのですが，実際に症例をプロットしてみる

と，咬合支持が4カ所あっても難症例のすれ違いに近い臨床動態をとった症例があるの

で，「終末レベル」の範囲は，想定した範囲より広いのだということがわかりました．

3.  「終末レベル」を「咬合崩壊レベル」に
きわめて経験則的にではあるものの，咬合支持が4カ所以下で，歯数としては上下顎合

計10歯以上を保有するエリアを，改めて「終末レベル」の枠組としました．「10歯以上」と

いう条件にしたのは，少数歯残存症例ではほとんどの場合，すれ違い的に咬合支持が失わ
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れた状態で歯が残るのですが，歯数の多い症例と比較すると，それほど臨床的に悩まされ

ることは少ないので，現存歯数が少ない症例は「終末レベル」の枠外としました．

欠損歯列としては，「終末レベル」からさらに歯の喪失が進むと，少数歯残存や無歯顎と

なりますが，「咬合の終末」だとしても，その先も治療が可能なので，「終末」という言葉を

使うのには抵抗を感じます．それで，「終末レベル」を「咬合崩壊レベル」と改称すること

にしました．

この「咬合崩壊レベル」は，「咬合支持が4カ所以下で，かつ歯数が10歯以上のもの」と

しましたが，実際にはエリアの範囲の数字に厳密さもありませんし，こだわる必要はない

と思います．おおよその範囲と受け取っていただければよいのです（図17）．

●対応に苦慮した9症例

図17　多くの義歯を作ってもらったがどれも合わない，
新義歯が短期的に壊れた，太いメジャーコネクターが
折れたなど，臨床で問題の多かった症例を咬合三角上
に追加プロットしてみた．問題の多い欠損歯列は咬合支
持が4以下で，歯数が14±4ぐらいの範囲に集中するこ
とがわかった．上段は咬合支持4，中段は咬合支持3，下
段は咬合支持2の症例
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